
～トップが打ち出す方針 みんなで共有 生み出す安全・安心～

東京労働局・労働基準監督署

👉 令和４年１月６日の積雪（都内：10㎝）により、凍結した通路や路面上で
転倒による死亡災害が２件発生しました。
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雪が溶けても要注意
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平成30年１月22日
大雪【積雪23㎝】

👉 平成30年１月22日（都内：23㎝）及び令和４年１月６日の降雪では、積雪や
路面凍結による転倒災害が大幅に増えました。また、雪が解けても数日間は、
路面が凍結した状態が続き、屋外の移動や作業は注意が必要です。

月別転倒災害発生状況（東京、休業４日以上）

令和４年 １月下旬日別転倒災害発生状況
（平成30年、東京、休業４日以上）

（人） （人） （㎝）

気象情報の活用によるリスク低減の実施

 大雪に関する気象情報を迅速に把握し、気象状況に応じた作業を行う

通路、作業場所の凍結等による危険防止の徹底

 屋外通路や駐車場の除雪、融雪剤の散布による安全通路の確保

 事務所への入室時における靴裏の雪、水分の除去の徹底

 凍結した路面等における荷物の運搬方法、作業方法の見直し

ポイント１

ポイント２

R４.12

歩幅を小さく、
ヨチヨチ歩く

ペンギン歩きが
理想的！



チェック項目（冬季用）

１
身の回りの整理・整頓を行っていますか 通路、階段、出口に物
を放置していませんか

□

２
床の水たまりや氷、油、粉類などは放置せず、その都度取り除い
ていますか

□

３
安全に移動できるように、十分な明るさ（照度）が確保されて
いますか

□

４
作業靴は、作業現場に適したものを選び、定期的に点検していますか
（耐滑性のある靴は、雪や氷、粉による滑りには適用していません）

□

５
ヒヤリハット情報を活用して転倒しやすい場所の危険マップを作
成し、周知していますか

□

６
段差のある箇所や滑りやすい場所などに、注意を促す標識をつけ
ていますか

□

７ 時間に余裕をもって歩行、作業を行っていますか □

８
ながらスマホやポケットに手を入れたまま歩くこと、手すりを持
たない階段の昇降などを禁止していますか

□

９ 天気予報に気を配っていますか □

１０ 駐車場の除雪・融雪は万全に、出入口などにも注意していますか □

１１ ストレッチ体操や転倒予防のための運動を取り入れていますか □

１２ 職場の点検、適切な履物、歩行方法などの教育を行っていますか □

事前の準備は、安全委員会の委員等による職場巡視を実施し、下の
チェックリスト等を活用して設備等の点検を行い、必要な改善や労働者
の意識啓発を行いましょう。

まずは自主点検を行いましょう

Safe Work TOKYO※東京労働局では、 を展開しています。

安全衛生に関する資料を用意しています

https://jsite.mhlw.go.jp/tokyo-roudoukyoku/news_topics/topics/2017/9_00002.html



従業員の幸せのための安全アクション「SAFE」
のロゴマークで、安全のシンボルマークである
緑十字をモチーフとしたものです。

SAFEコンソーシアムポータルサイト →

シンポジウム開催告知

加盟は
無料です

全国７会場（各１回）東京 /大阪 /仙台 /新潟 /静岡 /広島 /香川

コンソーシアムについて
全てのステークホルダーが一丸となり、安全で健康に働くことの
できる職場環境の実現を目指す「従業員の幸せのためのSAFE
コンソーシアム」を設立しました。

令和４年10月（予定）▶令和5年2月（予定） 

みんなの安全を、みんなで守り合う。

コンソーシアム
TEAM GOOD SAFE



「従業員の幸せのための安全アクション（SAFE）コンソーシアム」として、
全てのステークホルダーが一丸となり、働く人と、全ての人の幸せのために、
安全で健康に働くことのできる職場環境の実現のため取り組んでいきます。

❶労働災害問題の協議・周知（シンポジウム）
❷ 好取組事例の共有、コンソーシアム事務局主
    催イベント等によるマッチングによる新たな
   取組の創出
❸ 優良事例の表彰、コンソーシアム内外への発信
   （SAFEアワード）
❹ 参画メンバーの地位向上
（ロゴマーク、バナー等）

● ロゴマークの使用やアワードによる労働安全
衛生への取組のＰＲ

● 加盟メンバー間での取組事例の共有による企
　 業内等での労働安全衛生水準の向上、 労働災
   害損失の減少
● 加盟メンバー間の労災防止・健康増進事業連携
   マッチング

労働災害防止に向けた機運の醸成や、企業・労働者のみならず、顧客やサービス利用者等のステーク
ホルダーの行動変容のためにご協力いただける全ての企業・団体等の皆様に、コンソーシアムへの参画
を呼びかけていきます。

近年、小売業および介護施設を中心に転倒・腰痛等の労働災害の増加が続いており、これに歯止めをか
けることが喫緊の課題となっています。しかしながら、 日常生活でも起こりうる転倒 ・ 腰痛等について
は、その防止に取り組むメリットがわかりづらく、企業や労働者の行動変容につながっていない状況が
あります。 SAFEコンソーシアムは、このような現状を打破するため、幅広い関係者（企業、団体等）の参画
を募り、「Safer Action For Employees（SAFE）」を旗印に、新たな切り口による取組を進めていこ
うとするものです。

SAFEコンソーシアム
Twitter @safe_mhlw

https://safeconsortium.
mhlw.go.jp/

加盟はこちらから
https://safeconsortium.
mhlw.go.jp/sc/consortium

https://twitter.com/safe_mhlw

SAFEコンソーシアム
ポータルサイト

コンソーシアム設立の背景・目的

加盟メリット 取組

従業員の幸せのための取組を行っている企業・団体に事例
を応募いただき、優れた取組を部門別に表彰する予定です。

〈応募期間 〉令和４年10月（予定）▶12月（予定）  
〈アワード開催 〉令和5年2月（予定）

アワード開催


